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Abstract
There is a fact that producing e-books makes producers receiving some stimulus such as 
artistic thinking, logical thinking and moral thinking.
In my class, students are divided into some groups. They work on one year project which is 
producing an interactive e-book using an application called “iBooks Author” by Apple 
incorporated. We are able to read the interactive e-books on iPad（tablet computer） also made 
by Apple inc.
I will be the fifth year for the first time this project. Every year I feel students' imagination, 
abilities of planning, the creativities, and most importantly their growth through the project. 
Producing interactive e-books which include videos, sounds, music and animation needs various 
thoughts. Also, the photo-shooting, video-recording and editing applications skills they learned in 
first and second grade are required as well.
The students will learn many ways of thinking by working and tying things one by one. Then 
I have seen this situation, I actually thought that to learn these can receive a stimulus to the so-
called sentiment, such as logical thinking and moral thinking, artistic thinking. In this paper, the 
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iBooks Author は、魅力的な iBooks テキ
ストブックをはじめ、ありとあらゆる
iPad と Mac 用の本を誰でも作れるように
なる、驚くようなアプリケーションです。






























































































































































































移動する機能は、当時の iBooks Author には
装備されてない。しかし、テキストをクリック
して移動することはできたので、工夫して写真
のうえに空白テキストを配置してクリックする
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と移動できるようにした。
　その他さまざまな電子書籍があるが、それら
は以下簡単に紹介する。
『bonheur ボヌール～女子大生が選ぶ！　気に
なるカフェ特集！！』
〔内容〕
　女子大生がお気に入りのおしゃれカフェ、動
物カフェ、和風カフェを紹介。
『吉祥寺裏グルメ』
〔内容〕
　吉祥寺のレストラン紹介。レストラン情報だ
けではなく、井の頭公園など街の紹介もしてい
る。
『はじめまして仏教』
〔内容〕
　仏教系大学らしく、仏教の基本的な知識と座
禅の方法などを紹介。
『Komajienne（コマジェンヌ）』
〔内容〕
　駒沢女子大学の学生のファッションをチェッ
ク。スナップ写真やファッションについてのア
ンケートも採って結果を紹介。
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『Morigirl（盛りガール）』
　スマートフォンで流行りの自撮りのときによ
りかわいく、美しく撮影するための方法と写真
を加工できる自撮りアプリを紹介。
『女子大生のための就活マニュアル』
〔内容〕
　就活において、やるべきことや守るべきこと、
大切なこと、マナーなどを紹介。
10．考察とまとめ
　電子書籍の制作を通して、学生たちはさまざ
まなことを学んでいったようだ。まず、電子書
籍のコンテンツを考え、全体のストーリーを構
成していくためには論理的思考が必要である。
とくに電子書籍は紙の書籍とは異なり、前の
ページから順に進むわけではなく、ボタンの配
置によりあちらこちらの画面に飛ぶことができ
るだけに、しっかりとユーザーの動線を考慮し
たページ構成とボタンに持たせる機能が必要に
なってくる。
　また、紙の雑誌や書籍ではないので２次元で
企画を考えるだけではなく、３次元で企画を考
えなければならない。これはいままで以上に想
像力を駆使して考える企画力が必要になってく
る。つまりは芸術的思考が必要なのだ。この画
面ではどのような動画があればユーザーの理解
はより深まるだろうか。その動画にはどのよう
な編集が必要か。ただだらだらと動画を流すの
ではなく、的確な編集を施してユーザーが理解
しやすいようにしなければならない。論理的で
ありながら芸術的思考も必要になってくる。
　また、当然のことながら、コピー & ペースト
を避けるといった道徳的な思考はもちろん必須
ではあるが、オリジナルなコンテンツとともに
それを彩る著作権フリーの素材も探し出して、
適度に電子書籍に配置していくことも必要に
なってくる。
　これらさまざまな情操的思考を組み合わせ、
１つの作品を作っていくのである。最後に学生
たちのコメントをいくつか抜粋しよう。
　「私は電子書籍を作るうえで大事なこと、そ
れは『電子書籍らしさはどこにあるか』『ユー
ザーの気持ちになる』この２つだと感じました。
紙は触っても情報は出てきません。動画を流す
ことも音声を入れることもできません。常に電
子書籍にしかできないことを考えつつ、といっ
てもなんでもかんでもそういった要素を入れる
のではなく、ユーザーがわかりにくいところを
考えたり、こんな機能があればより楽しんでく
れるのではないか想像したりと、ユーザーの立
場になりながら作りました」
　「紙ではできない電子書籍ならではのコンテ
ンツとはなんだろう。楽しく読んでもらうには
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どうしたらいいのだろうと試行錯誤の連続で、
ふだんの生活の中でも物事を考えるようになり
ました。電子書籍が完成し、動画やイラストが
動くのを見たときはとても感動しました」
　「チームでの制作は、最初はコミュニケーショ
ンの取り方など難しい部分もありましたが、進
んでいくうちに話し合いが進むようになり、
チームワークも感じることができました。また、
あらためて人とのつながりや、協力することの
たいせつさを感じました」
　このように電子書籍の制作をとおして、学生
たちは確実に新たな価値観と能力、思考法を身
につけていったと言えるであろう。
